
箆虫(J)精縮鰭iこ授靖能はあるか?

髄山正統暢大石陸生

Masatsugu HATAKEYAMA and Kugao OISHI: Do insect spermatids hav母pot錨 tial
for fertilizing eggs upon micro嶋injection?* 

Department of Biology， Faculty of Science， Kobe Universiry， Nada，. Kobe， Hyogo 657， Japan 

39 

カブラハバチは昆虫で唯一、精子を成熟来受精卵に顕微注入することによって体外人工受精が可能な実験糸

である (Sawaand Oishi， 1989a)。また、この機微授締法を用いて、成熟精子だけでなく、凍袋防止弗!なしに凍

結。解凍して遂動性を失わせた、いわゆる「死んだj 精子にも授精裁があることを媛認している (Hatakeyama

et al.， 1994心。毒素近、ヒトやマウスでは顕微授締法を使って、務総総(滅数分裂は終了しているが精子変室長過

程に入る前の級月袋、鴎乳類では roundspermatidとよんでいる)を用いた人工授織に成功じている(Aitkenand 

Irvine， 1996) 0ちで、昆虫の精縦胞には授精能はあるのだろうか。顕微授精訟を利用し、カブラハパチの精細

胞を成熟未受精卵に注入してその授精訟について競べた。

カブラハパチの織化直後の精巣内から精細胞を絞り出し、 5-8日令の離から取り出した成熟米受精卵の官官端

(卵門付近)に顕微注入した。精細胞由来の核の発生参加を確認するために、 yfb(yellow fat body :踊後期の

脂紡体の色で区別できる非細胞自律的な突然変善悪)、 cec(cream eye color : sf若者生後期から成虫にいたるまでの

波色で区事誌できる織腹自律的な突然変異)および、 sw(short wing :成虫の惣が鐙くなる綴磁自律的な突然変異〕

の3種類の1iJ-禄マーカー突然変異を用いた。

yfbをマーカ…に用いて蛸後期で調べると、 388個の成熟米受精卵Jこ精細胞を注入して1%弱のものが三手数体サ

イズのキメラ維となった (Table1)む一方、 ceむをマーカーに用いて膝発生後期に鶏ぺると、約5%のもので糠綴

総a来の綾が発生に参郊していることが確認できた令さらに鋳予ぎすると主義まで生き残ったものはすべてが半数

体サイズのキメラ去最となった (Table2) 。これらの半数体サイ;(のキメラ雄は;:j~化後、交配してよ子孫検定を千:rvヘ

半数体であることを確認した。また、これまでの子孫検定から、これらの半数体キメラ維の生殖細胞には卵核

由来の絡胞だけでなく、注入された精総胞由来の綿胞も寄与していた。しかしながら、いず、れの場合にも

部{二倍体金量)は得られなかった。

カブラハバチの務締結には発生参加能があることば確認されたが、授精能の有無については現在のところ不

明である O 補乳業翼(マウス、ウサギ)では精細胞の顕微授精に先立って卵を付活しておくと受精率がみがると

いう報告があり (Kimuraand Yanagimachi， 1995; Sofikitis et al.， 1996)、また、カブラハパチでも卵付活して

から成熟績予を器産徽注入すると受精E容が上がることがわかっている (Sawaand Oishi， 1989b)。卵付活して発生

Table 1 Spermatid micro-injection Into mature oocytes in Athalia ro;悶 e(yfb and sw were llsed as markers) . 

Spermatids No. of Nu可 01embryos No. 01 

injected eggs injected llorma!ly developing la抑留

3fter 2 days hatched 

(チJ十;sw) (yfo;十;チ)

No， pupated No， 01 haploid males 

and 一一一一一一一一一一一一
exa担註100 arrhenotoky chimeras 

No. of dip!oid 

lema!es 

yfb;一行十 ;げる/1汽+;十 yfbll+;六甲tイ/十 yfbl)ザ1片手/チ;+1チ

388 

(100) 

231 

(59.5) 

187 152 148 2 

(O.5) 

l 

(48.2) (39，2) (38.1) (O.3) {仏3)
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Table 2 Sper盟 atid滋icro必 jectioninto rnature oocytes in Athalia rosae (cec制ldyJるwereused as怒昌rkers). 

Spermatids 

injected 

No.of 

eggs injected 

No. of cmbryos No. of No. pupated 

normally developing larvae and 

after 3 days hatched examined 

No. of hap10id maJes 

arrhenotoky chimcras 

()作， 十;チ 十;cec;一千) 十;cec;千 六cecll十，十 yfb;cecllセチ}作Hチ;cec;十 yfb;十，十

285 

(J(沿)

165 

(57‘9) 

cec 150 

(52.6) 

cecll千 15

(5.3) 

137 

(48. t) 

(2.5) 

106 10市 。
(37. t) (36.8) 

5 。 2 

(1.8) (0.7) 

事需給させてから精細胞を注入して授精能の有無について誘べる必繋があろう。

。
(0.4) 

。
(0.4) (0.7) 

今回の結果と、成熟精子を卵前端から注入した場合には受精卵は得られでも半数体キメラは得られず、…方、

卵後端から注入した場合には受精卵は得られず半数体キメラが得られるというこれまでの結果 (Hatakeyamaet 

al.， 1994b) とあわせて考えると、卵内にある核の発生参加や融合、あるいは余分な核の発生参加抑制にかかわ

る綴溶質図子や、それらと精子、あるいは務総総との相互作用についての新たな疑問が生じてきた。
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